
 

プレスリリース 2022年 11月 22日 

 

【エクスペディア・グループ】 

日本を含む 17地域、24,000人の旅行者と業界のスペシャリストを対象に 

2023年の旅行トレンドに関する調査結果を発表 

～2023年は正解のない「ノーノーマル（No Normal）な旅」が主流に～ 

 

エクスペディア・グループはこのたび、初めて、2023 年におけるエクスペディアとホテルズドットコムおよび旅行業

界全体の旅行者動向に関する調査結果を取りまとめ、2023年の旅行トレンドを発表しました。 

  

日本を含む 17地域における 24,000人の旅行者と業界専門家を対象とした調査、および当社が保有するデータに

基づき、2023 年の旅行は、一様に「万人の向けの旅行トレンド」ではなく、正解のない「ノーノーマル（No Normal）」

に定義される 1年になることを示しています。 

同調査から見えてきた 2023年のノーノーマルな旅行トレンドの詳細は以下のとおりです。 

 

ストリーミングサービスの影響で旅行先を選ぶ人が増加 

 

エクスペディアの調査によると、旅行におけるストリーミングサービスによる影響（15%）が、ソーシャルメディア

（11%）を上回ったことが分かりました。さらに、ストリーミングサービスは旅行を考えるきっかけとなることも多く、友

人や家族からのアドバイスと同じくらいの影響力があることが明らかになりました。 

  

• 日本では、約半数にあたる 44％の旅行者がストリーミングサービスで見た番組をもとに旅行先を検討した

ことがあり、そのうち 36％の人が実際に旅行を予約しています。 

• 上位にランクインした旅先は、日本国内以外にも、ハワイ、パリ、イタリア、オーストラリアなどとなりまし

た。 

 

文化の中心地である世界各国の大都市の人気が再燃 

 

コロナ禍で移動が制限された直近の 2 年間は、国立公園や自然豊かな地域への旅行が注目されましたが、今再

び文化の中心地である世界の大都市の人気が高まっています。旅行者が増加したエリアは、スコットランドの「エ

ディンバラ・フリンジ」やシドニーの「ワールドプライド」、東京の「桜の名所」など、芸術や文化的イベントが本格的

に復活しつつある大都市が多く含まれました。2023年の人気旅行先は以下の通りです。 

  

• エディンバラ（スコットランド） 

• リスボン（ポルトガル） 

• 東京（日本） 

• ダブリン（アイルランド） 

• ニューヨーク（アメリカ） 

• シドニー（オーストラリア） 

• ドバイ（アラブ首長国連邦） 

• モントリオール（カナダ） 

• ミュンヘン（ドイツ） 

• バンコク（タイ） 

 

 

http://expedia.co.jp/
http://jp.hotels.com/


 

お得な 3つ星ホテルが人気に  

 

旅行者は妥協することなく、より賢く旅行することを重視しています。日本では、半数以上（55％）の旅行者が以前

にも増してコストパフォーマンスを重視するようになったと回答しました。ホテルズドットコムのデータによると、3 つ

星ホテルへの関心は世界的にも 20％以上高まっていることがわかりました。 

 

また、日本の旅行者の 54％が、2023 年は 1～3 つ星ホテルに滞在する予定だと回答し、34％がアメニティや無料

朝食などの追加サービス付きのプランを予約する予定だと回答しました。この結果から、人々の旅行に対する考

え方は、コロナ禍後の「行きたかった旅行先リストの旅先を訪れる」という考え方から、「今行きたい旅行先に行く」

という自発的なアプローチへと移行しつつあることがうかがえます。 

  

15%の人が 1、2回の豪華な旅行で贅沢をするよりも、お得な 3つ星ホテルを選んで旅行の回数を増やしたいと回

答しています。留意すべきは、星の数が少ないからと言って、必ずしもサービスの質が低いわけではないというこ

とです。メキシコ・トゥルムの「ウーナ ヴィーダ」や、フランス・パリの「ママ シェルター」のように、世界には優れた

アメニティやスタイリッシュなインテリア、ユニークな雰囲気を兼ね備えた 3つ星ホテルが数多くあります。 

 

新たなウェルネストラベル 

 

日本人旅行者の 33％はウェルネストラベルに前向きですが、2023 年には従来のウェルネストラベルではなく、新

たなウェルネス体験ができ、さらに面白いことを体験したいという人が増えることが予想されます。25～34 歳のミレ

ニアル世代の約半数となる 49％が、新たなウェルネストラベルの楽しみ方を模索していると回答しており、このトレ

ンドを牽引しています。 

 

フランスの「ロワール バレー・ロッジズ」や、スイスの「ホワイトポッド」などのホテルは、この新たなトレンドを先取り

し、最先端のプログラムや、自然を身近に感じることができる体験型アクティビティを提供しています。料理教室、

ゴルフなどの各種スポーツ、座禅などの定番アクティビティよりも、森林浴や果物の収穫体験など、一風変わった

アクティビティの人気が高まっています。  

 

世界各地で話題のホテルが続々開業 

 

進化する旅行者のニーズに応える新たなホテルが世界各地で続々と開業しています。ご当地レストランやコワー

キングスペース、美しいインテリアを備えたホテルの数々が、単なる宿泊施設にとどまらないサービスを提供して

います。アートに囲まれたロンドンのホテルや、ローマのラグジュアリーホテルなど、2023 年注目のホテルは以下

のとおりです。   

 

• ラ パルマ カプリ（La Palma）イタリア・カプリ島 

• 100プリンセス ストリート（100 Princes Street）スコットランド・エディンバラ 

• イコス・オディシア（Ikos Odisia）ギリシャ・コルフ島  

• セレスティアル ケファロニア（Celestial Suites）ギリシャ・ケファロニア島 

• 1 ホテル ハナレイ ベイ｜カウアイ島 プリンスヴィル  

• フォーシーズンズ リゾート タマリンド（Four Seasons Resort Tamarindo）メキシコ、タマリンド 

• アリラ コタイファル・モルディブ（Alila Kothaifaru Maldives）インド洋・モルディブ 

• シックス センシズ ローマ（Six Senses）イタリア・ローマ 

• アトランティス ザ ロイヤル（Atlantis The Royal）アラブ首長国連邦・ドバイ 

• アートテル ロンドン バターシー パワーステーションパウーッド バイ ラディソン ホテルズ（art'otel 

London Battersea Power Station）イギリス・ロンドン 

 

https://jp.hotels.com/ho531811552/una-vu-ida-to-urumu-mekishiko/
https://jp.hotels.com/ho1080004480/mama-sheruta-pari-uesuto-pari-furansu/
https://jp.hotels.com/ho1477413728/loire-valley-lodges-hotel-esvres-france/?bedroom_count_gt=&chain=&chkin=21%2F12%2F2022&chkout=22%2F12%2F2022&daysInFuture=&destType=CURRENT_LOCATION&destination=Esvres%2C%20Indre-et-Loire%2C%20France&expediaPropertyId=46137929&group=&guestRating=&hotelName=&latLong=&misId=&neighborhood=&poi=&pwa_ts=1665513722785&referrerUrl=aHR0cHM6Ly91ay5ob3RlbHMuY29tL0hvdGVsLVNlYXJjaA%3D%3D&regionId=6200920&rfrr=HSR&rm1=a2&roomIndex=&selected=46137929&semdtl=&sort=RECOMMENDED&stayLength=&theme=&us_bathroom_count_gt=&useRewards=false&userIntent=&x_pwa=1
https://jp.hotels.com/ho507774/whitepod-monthey-switzerland/?bedroom_count_gt=&chain=&chkin=28%2F12%2F2022&chkout=29%2F12%2F2022&daysInFuture=&destType=CURRENT_LOCATION&destination=Monthey%2C%20Valais%2C%20Switzerland&expediaPropertyId=10426546&group=&guestRating=&hotelName=&latLong=&misId=&neighborhood=&poi=&pwa_ts=1665514180472&referrerUrl=aHR0cHM6Ly91ay5ob3RlbHMuY29tL0hvdGVsLVNlYXJjaA%3D%3D&regionId=6130304&rfrr=HSR&rm1=a2&roomIndex=&selected=10426546&semdtl=&sort=RECOMMENDED&stayLength=&theme=&us_bathroom_count_gt=&useRewards=false&userIntent=&x_pwa=1
https://jp.hotels.com/ho2070282816/ra-paruma-kapuri-kapuri-itaria/
https://jp.hotels.com/ho2385694112/100-purinsesu-sutorito-edinbara-igirisu/
https://jp.hotels.com/ho2802819168/ikos-odisia-korufu-girisha/
https://jp.hotels.com/ho2021846752/seresutiaru-kefaronia-kefaronia-girisha/
https://jp.hotels.com/ho2021846752/seresutiaru-kefaronia-kefaronia-girisha/
https://jp.hotels.com/ho141190/purinsuvu-iru-rizoto-purinsuvu-iru-kauai-amerika/?chkin=2022-12-01&chkout=2022-12-02&x_pwa=1&rfrr=HSR&pwa_ts=1668684010624&referrerUrl=aHR0cHM6Ly9qcC5ob3RlbHMuY29tL0hvdGVsLVNlYXJjaA%3D%3D&useRewards=false&rm1=a2&destination=%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD+%E3%83%8F%E3%83%AF%E3%82%A4%E5%B7%9E+%E3%83%8F%E3%83%8A%E3%83%AC%E3%82%A4%E6%B9%BE&destType=ADDRESS&sort=RECOMMENDED&userIntent=&expediaPropertyId=21220
https://jp.hotels.com/ho266265/unknown-ra-mansanija-mekishiko/
https://jp.hotels.com/ho2441631008/arira-kotaifaru-morudibu-fasumendo-u-morudibu/
https://jp.hotels.com/ho2663915392/six-senses-rome-rome-italy/
https://jp.hotels.com/ho1249468960/za-roiyaru-atorantisu-dobai-arabu-shou-zhang-guo-lian-bang/
https://jp.hotels.com/ho1249468960/za-roiyaru-atorantisu-dobai-arabu-shou-zhang-guo-lian-bang/
https://jp.hotels.com/ho2657360576/atoteru-rondon-batashi-pawa-suteshon-rondon-igirisu/
https://jp.hotels.com/ho2657360576/atoteru-rondon-batashi-pawa-suteshon-rondon-igirisu/


 

楽観的な業界が前進する 

 

エクスペディア・グループが 2023 年の旅行動向を航空会社、ホテル、バケーションレンタルのホストなど、業界関

係者の見識と共に発表したのは今回が初めてとなります。エクスペディア・グループは旅行パートナーの皆様に向

けて作成したレポートの中で、このパンデミックによって旅行がどのように変化したかを明らかにしました。この調

査では、2020 年以降で最も楽観的な見通しが示されています。世界の専門家の多くは、レジャー（71％）とビジネ

ス（70％）の旅行が 2 年以内に 2020 年以前の水準に戻ると予想しています。パンデミック時には、気分転換を求

める旅行者が多くを占めていましたが、今では海外旅行とビジネス旅行の復活に注目が集まっています。実際、

世界の業界関係者の半数以上にあたる 51％の人々が、2023 年にはビジネスが自社の最優先事項になると回答

しています。 

 

業界関係者による別のリサーチ結果によると、旅行者は、サステナビリティ、包含性、利便性といった個人の価値

観に沿った選択肢を選んでいることがわかりました。世界の旅行会社のうち 60％の企業は、自社のサービスが利

用者にとって包括的で利用しやすいものになるよう、去年 1 年の間に改善を行っています。実際、サステナビリテ

ィはマーケティングと並んで 2023年に最も投資すべき分野であり、日本の業界関係者の 4人に 1人にあたる 26%

の人が 2023年にサステナビリティに投資する予定であると回答しています。 

 

「エクスペディアとホテルズドットコムのデータから、2023 年の旅行がどのように変化していくのか見ることができま

す。今、私たちは、文化の中心地である世界の大都市への旅行や、ユニークで新しいウェルネストラベル、海や山

だけではない新たなアウトドアアクティビティなどへの需要の増加を目の当たりにしており、これらは、2019 年から

トレンドとなっていた『ニューノーマル』という常識を終わらせ、私達が『ノーノーマル（No Normal）』と呼ぶ、自由な

旅行に人々が踏み出していることを示しています。」 

（エクスペディア・グループ ブランドチーム ジョン・ギーゼルマンのコメント） 

 

※旅行パートナー向けの洞察と行動に関する業界レポートの全文は、「Traveler Value Index 2023」をダウンロード

してご覧ください。 

※また、旅行者向けレポート「The No-Normal; Unexpected Travel Trends in 2023」の全文は、こちらよりご覧いただ

けます。 

 

【調査方法について】 

この調査は、エクスペディア、ホテルズドットコム、Vrbo、Wotif を含むエクスペディア・ブランドの委託を受け、グローバル

戦略調査会社である OnePollが実施しました。本調査は 2022年 9月 22日から 10月 14日にかけて、北米、南米、ヨー

ロッパ、アジア太平洋地域で、17 地域 24,000 人の今後 36 カ月以内に、国内および海外旅行を計画している成人を対

象に、オンラインで実施されました。  

 

旅行者価値指数（消費者）調査は、2022 年 6 月～7 月にかけて、オーストラリア、ブラジル、カナダ、フランス、ドイツ、日

本、メキシコ、南アフリカ、韓国、イギリス、アメリカを含む 11市場の 18歳以上の成人 1万 1000人を対象に、ウェイクフ

ィールド・リサーチがメールとオンラインにより実施した調査です。データは、信頼性の高い正確な表現ができるよう、加

重平均して算出しています。本調査の誤差は、信頼度 95％で、全体レベルで±0.93、各マーケットで±3.1 となります。 

 

旅行者価値指数（業界専門家）調査は、2022 年 6 月～7 月にかけて、オーストラリア、ブラジル、カナダ、フランス、ドイ

ツ、日本、メキシコ、南アフリカ、韓国、イギリス、アメリカを含む 11市場の旅行専門家各 100人を対象に、ウェイクフィー

ルド・リサーチがメールとオンライン調査により実施したものです。いかなるサンプルの結果も、サンプリングのばらつき

に左右されますが、そのばらつきの大きさは測定可能であり、インタビューの回数や結果を表すパーセンテージの水準

に影響されます。本調査で実施した面接調査では、サンプルに含まれるすべての人に面接調査を実施した場合の調査

結果と、1,100 人の回答者の合計で 3.0 ポイント、各地域の 100 人の回答者で 9.8 ポイントを超えるプラスマイナスの差

が出ない確率は、100分の 95 とされています。 

https://welcome.expediagroup.com/en/research-and-insights/traveler-value-index-2023?utm_source=outreach&utm_medium=pr&utm_campaign=mid_6353&utm_content=press_release&utm_term=na
https://www.expedia.co.jp/stories/wp-content/uploads/2022/11/Expedia_Travel-Trends-Report_RGB_JP.pdf
http://www.wakefieldresearch.com/
http://www.wakefieldresearch.com/
http://www.wakefieldresearch.com/
http://www.wakefieldresearch.com/


 

【エクスペディア・グループについて】 

 

Expedia Group, Inc. (NASDAQ : EXPE)は、当社のグローバルプラットフォームを通じて、あらゆる場所ですべての人々のた

めに旅行サービスを提供しています。「旅行は人々を豊かにする」という信念のもと、私たちは皆様が新しい形で世界を

体験し、持続的なつながりを築けるよう支援しています。パートナーの成長と成功を促進し、旅行者に思い出に残る体

験を提供するために、業界をリードするテクノロジーソリューションを提供します。私たちの組織は、3 つの柱で構成され

ています。グループの製品・技術戦略および製品提供に焦点を当てたエクスペディア  プロダクト＆テクノロジー

（Expedia Product & Technology）、すべての消費者向けブランドを扱うエクスペディア・ブランド（Expedia Brands）、トラベ

ル エコシステム全体における企業間ソリューションと関係を扱うエクスペディア フォービジネス（Expedia for Business）

から構成されています。エクスペディア・グループ傘下の旅行サイトには、Expedia®、 Hotels.com®、Expedia® Partner 

Solutions、Vrbo®、 trivago®、Orbitz®、Travelocity®、Hotwire® 、  Wotif® 、  ebookers® 、  CheapTickets® 、  Expedia 

Group™ Media Solutions 、CarRentals.com™および Expedia Cruises™が含まれます。 

 

詳細については、www.expediagroup.com（英語）www.expedia.co.jp/（日本語）をご覧ください。 

 

© 2022 Expedia, Inc, an Expedia Group company はすべての著作権を保有しています。 

商標およびロゴは、Expedia, Inc. の商標です。CST: 2029030-50 

 

エクスペディアの公式ソーシャルメディアはこちら 

（Instagram、TikTok、 Pinterest、Twitter、YouTube）をフォローしてください。 

ホテルズドットコムの公式ソーシャルメディアはこちら 

Facebook、Instagram、TikTok、Twitter） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.expediagroup.com/
http://www.expedia.co.jp/
https://www.instagram.com/expedia/?hl=en
https://www.tiktok.com/@expedia?lang=en
https://www.pinterest.com/expedia/
https://twitter.com/Expedia
https://youtube.com/expedia
https://www.facebook.com/Hotels.comUS/
https://www.instagram.com/hotelsdotcom_jp/
https://www.tiktok.com/@hotelsdotcom
https://twitter.com/hotelsdotcomjp
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～「2023年の旅行トレンド」 日本のデータ抜粋～ 

 

＜ホテルズドットコムの調査結果より＞ 

 

日本人の 3人に 1人がここ 2年で「ウェルネス（健康）を意識した旅行」への意欲向上 

日本において、3 人に 1 人が過去 2 年間と比べて、「ウェルネス（健康）を意識した旅行」に「興味が増した」と回

答。 その理由は「以前よりも、ウェルネス（健康）を意識するようになったから（49%）」が一番多く、コロナ禍がもた

らした日常生活の変化が、ウェルネス（健康）への考え方に影響していると考えられます。 

 

過去 2年間と比べて、「ウェルネス（健康）を意識した旅行」への興味はどう変化しましたか？

    

 

興味が

増した

33%

変わらない

53%

興味が

薄くなった

2%

変わらない

12%

1
以前よりも、ウェルネス（健康）を
意識するようになったから

49%

新しいことに挑戦したいと思うから

過去2年のコロナ禍で、ウェルネス（健康）

を意識した旅行に行けなかったから

【日本】
ウェルネスを意識した旅行への

興味が増した理由

2 31%

https://jp.hotels.com/


 

2023年に挑戦してみたいウェルネスアクティビティは「スポーツやフィットネス体験 

2023 年に挑戦したいウェルネスアクティビティとして、日本人の最も多かった回答は「スポーツやフィットネス体験

（30%）」でした。一方で、2 番目に多かった回答は「わからない（28%）」でした。33%の日本人が「ウェルネス（健康）

を意識した旅行」に対して「興味が増した」と回答したものの、日本人にとって旅行でのウェルネスアクティビティは

まだ一般的ではないのかもしれません。 

 

 

今後の旅行で重要視したいことは「費用」、「ゆっくり休めること」も 

 今後の旅行で重要視することについて聞いてみると、「ゆっくり休めること（47%）」という回答が多い結果となりま

した。次いで多かった回答は「費用（45%）」で、リラックスできるかどうかやコストパフォーマンスを重視と考えてい

ることが伺えます。 

 

 

2023年に選びたいホテルはコスパの良い「1つ星～3つ星」ホテル 

2023 年に選びたいホテルについて、半数を超える 54%が「1 つ星～3 つ星」を選びたいと回答。費用を抑えるた

め、積極的に「1つ星～3つ星」ホテルを選んでいることが見受けられます。 

 

2023年に旅行するとしたら、どのランクのホテルを選びますか？ 

 

 

1 スポーツやフィットネス体験 30%

2 わからない 28%

3 ネイチャー体験（トレッキング、森林浴など） 26%

【日本】
2023年にやってみたいウェルネスアクティビティ

1 ゆっくり休めること 47%

2 費用 45%

3
時間的余裕をもって
予約すること

19%

【日本】
今後の旅行において重要視すること

1つ星

7% 2つ星

9%

3つ星

38%
4つ星

23%

5つ星

11%

わからない/

ホテル宿泊しない

12%



 

 一方で、「コストパフォーマンスが良いホテルを選ぶ」と回答した人が 55%にも上り、世界 17地域の中で最も多い

割合でした。 ホテルの費用は抑えつつも、自分の好みに合ったホテルや良い宿泊体験のできるホテルを探して

いることが伺えます。 

2023年に旅行するとしたら、コストパフォーマンスが良いホテルを選びますか？ 

 

＜はいと回答した人の割合が多い地域＞ 

 

＜エクスペディアの調査結果より＞ 

 

「この旅行先に行きたい」と思うきっかけ 1位に「ドラマや映画の舞台」 

 「この旅行先に行きたい」と思うきっかけについて聞いてみると、1位は「その街や地域を舞台にしたドラマや映画

を観て（24%）」がランクイン。 

 

 

 

 

はい

55%

いいえ

45%

55%
49%

46% 46% 45%

1 その街や地域を舞台にした
ドラマや映画を観て

24%

2 SNSなどを通じ、街や観光地の写真を見て 23%

3 友人や家族に勧められて 16%

【日本】
「この旅行先に行きたい」と思うきっかけ

https://www.expedia.co.jp/


 

66%がストリーミングサービスの番組や映画の影響で、旅行先を選んだり検討した経験あり！ 

 ストリーミングサービス（Netflix、Amazon、Apple TV など）の番組や映画の影響で、旅行先を選んだり、検討した

経験があるかについて、半数近くとなる 44%の人が「検討したことがある」と回答しました。また、3人に 1人はその

影響で実際にその場所へ旅行した経験があるようです。 

 コロナ禍で家で過ごす時間が長くなり、ストリーミングサービスを使って番組や映画を見ることが多かったからか、

旅行先を選ぶ上でストリーミングサービスの影響は大きくなっていることが伺えます。 

 

ストリーミングサービス（Netflix、Amazon、Apple TVなど）の番組や映画の影響で、 

旅行先を選んだり検討したことがありますか？ 

 

ストリーミングサービス（Netflix、Amazon、Apple TVなど）の番組や映画の影響で、 

実際にその場所へ旅行したことがありますか？ 

 

＜アンケート概要＞ 

■サンプル数 ：計 24,000名 / 世界 17地域（日本のサンプル数 1,000名） 

■調査対象 ：18歳以上の男女で、過去に旅行したことがあり、かつ、今後 3年以内に旅行する予定のある人 

■調査対象地域 ：日本、アメリカ、イギリス、オーストラリア、カナダ（英語圏、仏語圏）、韓国、 

          シンガポール、スイス、スウェーデン、デンマーク、ドイツ、 ニュージーランド、 

          ノルウェー、フィンランド、フランス、香港特別行政区、メキシコ 

■調査期間 ：2022年 9月 22日（木）～10月 14日（金）  

■調査方法 ：インターネットリサーチ 

■調査会社 ：Northstar Research Partners 

※本調査では小数点第 1位で四捨五入しているため、足し上げても合計数値が 100％とならない場合がございます 
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